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広 報 連 絡 
＜市長定例記者会見資料＞ 

 

１ 件   名  保育事業について 

①平成２９年４月の８００人の保育の受け皿確保 

②平成２９年４月１日の入園申込児童数（一次） 

③保育ニーズの見直し 

（子ども・子育て支援事業計画の改定） 

 

２ 趣   旨  ①平成２９年４月に向けて、新たに実施する一時預かり事業な

どを含め、９１９人の保育の受け入れ枠の拡大の目途が付き

ました。引き続き、一人でも多くのお子さんを受け入れられ

るよう取組みを進めます。 

②平成２９年４月１日の保育園等への入園申込児童数（一次）

は、１７，０１１人でした。 

③平成２８年８月に実施した保護者アンケートでは、保育ニー

ズは今後、大幅に増加するという結果が出ました。アンケー

ト結果を受けて、「子ども・子育て支援事業計画（平成２７

年３月策定）」の改定作業を行います。 



№

1 　私立保育所の新設・増築(新設3園、増築1園、計4園) 人

2 　既存私立保育所・認定こども園等の定員増減(定員増6園、定員減1園) 人

3 　小規模保育事業の整備(10園) 人

4 　事業所内保育事業の整備(3園) 人

5 　公立幼稚園の空き教室を活用した一時預かり事業(2園) 人

6 　既存認可外保育施設の認可化移行事業(1事業者) 人

7 　企業主導型保育事業(3事業者) 人

人

注)　平成28年5月1日に開園した小規模保育事業所1園(19人)を含む。
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平成29年4月1日の保育の受入れ枠の拡大(予定)

項 目 人 数



(単位：人)

年度（4月1日現在） H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29(推計)

就学前児童数(A) 40,179 39,914 39,486 39,343 39,285 39,690 39,546 39,290 38,976 38,708 38,286

入園申込児童数(B) 13,808 13,822 13,969 14,119 14,099 14,607 15,046 15,203 15,453 16,318 17,000

定員数 12,857 12,857 12,857 12,917 12,967 13,097 13,567 13,637 14,047 14,574 15,493

受入児童数 13,217 13,156 13,248 13,461 13,603 13,930 14,338 14,431 14,515 14,975 15,894

未入園児童数 591 666 721 658 496 677 708 772 938 1,343 1,106

待機児童数 0 0 0 0 0 0 0 0 134 729 －

B／A(%) 34.4% 34.6% 35.4% 35.9% 35.9% 36.8% 38.0% 38.7% 39.6% 42.2% 44.4%

定員増加数 － 0 0 60 50 130 470 70 410 527 919

入園申込児童増加数 － 14 147 150 -20 508 439 157 250 865 682

注1)　平成22年度以前の入園申込児童数と未入園児童数には、「入園予約」、「書類不備」等を含む。

注2)　待機児童数は、未入園児童数の内数。

注3)　平成29年度の数値はいずれも推計。

注4)　平成29年度の定員数、受入児童数は、保育所等への入園児童のほか、新たに実施する一時預かり事業などを利用する児童数を含む。

＜入園申込児童数の増加数＞
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保育所等入園申込児童数の推移(平成19年度～平成29年度)

平成19年度から平成27年度(8か年)

平成27年度から平成29年度(2か年)

(15,453人－13,808人)÷8年　≒　206人／年

(17,000人－15,453人)÷2年　≒　774人／年
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保育の量の見込み（見直し案）

（単位：人）

平成28年8月に0歳～12歳の子どものいる世帯（5,000世帯）を対象にアンケートを実施。

数字は潜在ニーズを含めたもの。

※１

※２ 子ども・子育て支援事業計画（平成27年3月策定）における保育の量の見込み。

※ アンケート結果及び現計画は各年度に必要な保育の量の見込み。

入園申込児童数及び受入児童数は各年度4月1日現在。

ただし、H29の入園申込児童数及び受入児童数は現時点での見込み。

なお、H29の受入児童数は、保育所等への入園児童のほか、新たに実施する一時預かり事

業などを利用する児童数を含む。

資料3
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アンケート結果

による見直し案

現計画

　　　　アンケート結果　※１ - - 19,379 19,130 18,906

　　　　現計画　※２ 16,403 16,363 16,261 16,118 16,066

　　　　入園申込児童数 15,453 16,318 17,000（見込） - -

　　　　受入児童数 14,515 14,975 15,894（見込） - -
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「量の見込み」の算出

アンケート調査の概要

　平成28年8月に0歳～12歳の子どもがいる世帯のうち、無作為に抽出した5,000世帯を対
象に、郵送法によりアンケート調査を実施。
　有効回答数は2,712世帯。不達返送の7世帯を除いた回答率は54.3％。

保育の「量の見込み」のアンケート結果による見直し案の考え方

　回答があった世帯のうち、就学前の子どもがいる世帯を抽出。①

　①で抽出した世帯のうち、両親が「就労している世帯」と「就労を希望している世
帯」を抽出。

②

　②で抽出した世帯のうち、「保育所等の利用希望がある世帯」の割合を人口推計に掛
け合わせて「量の見込み」を算出。

③

＜以上の過程で算出した「量の見込み」＞

「量の見込み」の修正

＜修正後の「量の見込み」＞

年　度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

　上記で算出した「量の見込み」のうち、0歳児については育児休業を取得する場合があ
るため、0歳児の「量の見込み」に育児休業取得率(66.9％)を掛け合わせ、「量の見込
み」を修正。

平成29年度 平成30年度 平成31年度

21,659人 21,381人 21,120人

年　度

量の見込み

量の見込み 19,379人 19,130人 18,906人

注)　育児休業取得率は「量の見込み」と入園申込児童数から推計した数値。


